
 

～～ひとり一人が主人公になる住民流福祉の極意を学ぶ～

■総会開催 

2014 年 6月 15日（日）午前 10時 30分よ

り、東園田町総合会館に、65人の会員（委任

状出席を含む）47 人が出席し、第 11 回特定

非営利活動法人愛逢の定期総会が開催されま

した。全ての審議事項は原案どおり可決され

て、新年度のスタートを切りました。 

今総会は、法人設立 10 周年という節目に

あたり、同時にまた、介護保険制度にとって

も、制度始まって以来の、大きな曲がり角と

して強く記憶に残る年になると思われます。 

 

■介護保険制度の今後 

介護保険の見直し法案（「地域医療・介護確

保法」）が、6 月 18 日の参議院で成立しまし

た。「2015 年 4 月以降、特養への入居者を要

介護度 3以上の人に限定。一定以上（年収 280

万円を想定）の所得者のサービス利用料の自

己負担割合を 2割に引き上げ。」などを内容と

するものです。そんな中でも一番大きな見直

しは、来年度から 3 年の移行期間を経て、要

支援 1・2 の介護度の「低い」人への家事援

助、ゴミ出し、見守り等の予防給付を、市町

村事業に移すところにあります。「新地域支援

事業」といわれるもので、介護予防に※ 
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※力点を置き、ひとりになっても住み続けら

れる地域づくりを、市町村と住民が協働し、 

ボランティア活動を基本に、元気な高齢者が

高齢者を支援していくというものです。これ

はまさに、「困った時はお互い様の精神で」、

支え合いの地域づくりをめざしてきた当法人

の理念と合致するものです。 

 この介護保険制度の見直しを、チャンスと

とらえ、地域活動を原点に立ち返って、これ

からの活動をみなさんと共に進めて行きたい

と思っています。ますますのご支援、ご協力

をお願いいたします。  （長谷川 達雄） 

NPO法人愛逢では、地域の皆様が日常生活で「困ったなぁ…」と思ったときに、ご相談いただける場所

です。様々な形の【困った時はお互い様精神】が愛逢の掲げる思いとして今日も活動しております。 

ミッション（社会的使命） 
私たちは、多様な生き方が尊重され、誰もが安心して暮らせる地域をつくるため

に、仲間と支えあい（愛）つなぎあ（逢）っていきます 



 

 

 

 

 

永年勤続者表彰・10 年間お疲れ様でした      

 

 

 

 

 

 

１０年前 訪問介護を始めるにあたり何もかもが初
めての事、わからない事だらけの私にいろんなことを

教え指導して頂いた小中島診療所の当時のケアマ
ネジャー小原さん、また常光寺さわやか事業所のス

タッフの人たちのところに修行に行き、技術・制度上
の事等を指導してもらったこと、その他にもほんとにい

ろんな人たちに、助けてもらいました。 
今こうして１０年を無事迎えられたのはまわりの人た

ちのおかげだと思っています。 
感謝、と言う気持ちでいっぱいです。 

 人との出会い、人と人とのつながりを大事にしてい
きたいといつも思っています。 

地域の団体、地域の人たちとこれからも連携しな
がら支えあい力を合わせながら活動していきたいと

思っています。            中田 佳代子 
                

 

 

 

 

 

 

 

 

介護が始まって第一号利用者さん
に関わり１０年…早いものですね。
利用者さんに愛される事業所が 
いつまでも続きますように！   

石ケ坪 京子さん 

 

 

 

乾杯！ 

 

 
 

よくぞ ここまで！ さらに ここから！ 
市民参加の活動の輪をしっかりと、 
拡げ、助け合いの先がけとして実践し
てみせてください！  桑山 信子さん 西川 英樹さん 

配食の立ち上げから現在助け合

いにも応援的に入っています。今
後も地域福祉に、愛逢の力を益々

活かされますよう期待しております。             
胡摩田 睦子さん 

 

地域のために、いつも
勉強する機会を作って

くださり、ありがとう。 
新しい事業へのチャレ

ンジを期待しています。 
楠元 義博さん 

楠元 きみゑさん 

 

超高齢社会の進行はまったなしです。 

高齢者が住み慣れた地域で、安心して住み続
けられることこそ、福祉度の成熟した安心社会と

言えるでしょう。この１０年の愛逢の歴史です。関
係者のご努力、活動に心から敬意を表します。                  

今西 正行さん 

 

 

 

 

 

 



 

 

妹に初孫ができました。私とはどういった関係になるのかな…と調べてみました。 

兄弟姉妹の孫の総称は、姪孫（てっそん）。男の子だと又甥（またおい）、女の子だと

又姪（まためい）というそうです。姪孫からみると、私は大おばです。子どもの子は

「孫」、その子は「曽孫」（ひまご）、その子は、「玄孫」（やしゃご）その次から、来孫

（らいそん）、昆孫（こんそん）、仍孫（じょうそん）と続くらしい。 

少子化が進み、2011 年には夫婦間の子供の数が 1,96 人と初めて 2 人を割りました。 

子だくさん、孫だくさんは、死語になるかもしれませんね。さてさて、人口も減って

いくという将来の社会は、いったい誰が支えてくれるのでしょうか…？？？（海） 

 

 

 

 

■日時：2014 年 9 月 7 日（日）10 時～12 時 

■場所：聖トマス大学コロクトルーム 

■講師：市原美穂さん（宮崎かあさんの家） 

     1998 年「“宮崎にホスピスを”でなく“宮崎をホスピスに”」 

を合言葉に「ホームホスピス宮崎」設立し、2000 年に 

NPO 法人格を取得。2004 年自宅で自立した生活ができ 

なくなったときに、施設しか選択肢のない現状に自宅で 

ない終の棲家として「かあさんの家」を開設。 

■参加費：500 円 

■問合せ：NPO 法人愛逢  TEL：06-6493-1424 
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  第 8回全国校区・小地域福祉活動サミット at関西学院大学   

              おひとりさまからお互い様へ 

            

 

開催日 2014 年９月 13日（土）・14 日（日） 

会 場 関西学院大学 上ヶ原キャンパス（Ｇ号館） 

 主 催 「第 8回全国校区・小地域福祉活動サミット at関西学院大学」 

     実行委員会  

 定 員 1,000人（先着順） 

 参加費 1 人 5,000円 交流会 1 人 5,000円 

 参加申込締切 8月 15日（金）   

※要綱ご希望の方は、NPO 法人愛逢までお問い合わせください。 

【お知らせ】 

次号の愛逢ニュース（57 号）は 

『地域のお役立ち保存版』を 

予定しています。（8 月発行） 

愛逢が目指す、地域での支え合

い、助け合いの事業をご紹介し

ます。是非、ご活用ください。 

  

 

 
▼7月 26日(土)午後５時から 

▼小中島公園にて 

盆踊りや、屋台いろいろ 

愛逢は炊き込みご飯を 

作ります。み～んなきてね！ 

 

 

 

 




